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今
月
の
主
な
ペ
ー
ジ

特集のページ

平成18年度 町政運営方針（2～4P）

表紙の写真：中国食文化の真髄「薬膳料理教室」

　今回は、食材と漢方薬の効能を組み合わせた薬膳料理を

家庭料理として楽しんでいただくイベントを開催しました。

　春菊、セロリやきくらげなどを使った野菜のサラダは高

血圧、高血脂、肥満を予防し、切干大根入りの焼き肉まん

は、骨粗しょう症や冷え性にいいとのことです。現在では

食材も簡単に手に入ります。一度試してみてはいかが？



平
成
18
年
岬
町
議
会
３
月
定
例
会
で
石
田
町
長
が
発
表
し
た

町
政
運
営
方
針
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

平
成
18
年
度

町
政
運
営
方
針

新
た
な
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
改
革

魅
力
あ
ふ
れ
る

魅
力
あ
ふ
れ
る

み
さ
き
創
り

み
さ
き
創
り

魅
力
あ
ふ
れ
る

み
さ
き
創
り

魅
力
あ
ふ
れ
る

み
さ
き
創
り

自
然
の
も
と
で
、
元
気
に

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

◆
は
じ
め
に

◆
町
民
の
健
康
づ
く
り

◆
母
子
保
健
事
業

◆
子
育
て
支
援
施
策

◆
障
害
者
施
策

◆
地
域
福
祉
施
策

　
わ
が
国
は
デ
フ
レ
経
済
が
続
く
中
で
、
予
測

よ
り
早
く
な
っ
た
人
口
減
少
社
会
の
到
来
に
よ

り
、
成
長
、
拡
大
を
前
提
と
す
る
従
来
型
の
社

会
シ
ス
テ
ム
は
立
ち
行
か
な
く
な
り
、
国
も
、

地
方
も
、
民
間
も
、
大
き
な
変
革
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
今
日
の
大
き
な
変
革
期
を
迎
え
る
中
で
、
地

方
分
権
時
代
を
生
き
抜
き
、
自
治
体
間
の
競
争

に
勝
ち
抜
く
に
は
、
相
当
の
努
力
と
覚
悟
が
必

要
で
す
。
厳
し
い
財
政
状
況
を
早
期
に
克
服
し
、

持
続
可
能
な
行
財
政
基
盤
を
確
立
す
る
こ
と
が
、

岬
町
の
さ
ら
な
る
発
展
と
住
民
生
活
の
向
上
に

不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
行
財
政
改
革
を
町

政
の
最
重
要
課
題
と
し
て
位
置
付
け
、
そ
の
推

進
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
本
町
の
恵
ま
れ

た
自
然
や
歴
史
な
ど
の
特
性
を
生
か
し
つ
つ
、

効
率
的
、
効
果
的
な
町
政
運
営
を
実
現
し
、
よ

り
一
層
の
住
民
福
祉
の
向
上
を
図
る
た
め
、
常

に
コ
ス
ト
意
識
を
心
が
け
、
事
業
の
「
選
択
と

集
中
」
を
念
頭
に
、
従
来
の
手
法
や
過
去
の
慣

習
に
と
ら
わ
れ
ず
、
さ
ら
な
る
改
革
と
新
し
い

ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
現
在
、
平
成
21
年
度
ま
で
の

行
財
政
改
革
へ
の
取
り
組
み
を
示
す
「
岬
町
集

中
改
革
プ
ラ
ン
」
の
策
定
を
進
め
て
お
り
、
策

定
後
は
計
画
を
着
実
に
実
施
し
、
財
政
基
盤
の

健
全
化
を
図
り
、
特
色
あ
る
魅
力
的
な
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。

　
そ
し
て
、
新
た
な
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
、
魅

力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
を
創
り
あ
げ
る
た
め
に
、
住

民
の
み
な
さ
ま
と
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
し
、
そ
の

達
成
に
向
け
て
、
全
力
で
町
政
運
営
に
あ
た
り

ま
す
。

　　
平
成
18
年
度
か
ら
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で

要
介
護
状
態
と
な
る
恐
れ
の
あ
る
方
に
対
し
新

た
に
生
活
機
能
評
価
を
導
入
し
、
個
人
対
応
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
介
護
予
防
事
業
を
実
施
し
ま

す
。

　
早
期
か
ら
の
個
別
育
児
支
援
サ
ポ
ー
ト
を
充

実
す
る
た
め
、
第
１
子
新
生
児
の
全
戸
訪
問
を

実
施
し
ま
す
。

　
地
域
全
体
で
子
育
て
家
庭
に
対
す
る
育
児
支

援
を
行
う
た
め
、
「
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
」
を
新
た
に
設
置
し
ま
す
。
そ
し
て
、
育
児

不
安
等
に
関
す
る
相
談
、
指
導
、
子
育
て
サ
ー

ク
ル
等
の
育
成
支
援
や
地
域
の
保
育
資
源
の
情

報
提
供
等
を
実
施
し
ま
す
。

　
３
月
に
は
、
児
童
福
祉
法
の
規
定
に
基
づ
く

「
岬
町
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
」
を
関

係
機
関
の
協
力
を
得
て
設
置
し
ま
し
た
。
平
成

18
年
度
は
、
こ
の
協
議
会
の
具
体
的
か
つ
的
確

な
運
用
に
よ
り
、
児
童
の
虐
待
予
防
、
要
保
護

児
童
の
早
期
発
見
、
早
期
対
応
に
よ
る
適
切
な

支
援
と
保
護
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
平
成
18
年
度
か
ら
「
障
害
者
自
立
支
援
法
」

に
基
づ
く
新
た
な
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
体
系
を

実
施
し
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
自
立
支
援
サ
ー

ビ
ス
提
供
体
制
の
整
備
の
た
め
「
障
害
福
祉
計

画
」
を
策
定
し
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
あ

た
っ
て
は
、
阪
南
市
・
泉
南
市
・
岬
町
の
２
市

１
町
で
障
害
程
度
区
分
の
認
定
審
査
会
を
共
同

で
設
置
し
、
事
務
の
効
率
化
と
手
続
き
の
透
明

化
、
審
査
の
客
観
性
の
確
保
を
図
り
ま
す
。
ま

た
、
生
活
基
盤
の
施
設
か
ら
地
域
へ
の
移
行
を

促
進
し
、
地
域
生
活
を
支
援
す
る
た
め
の
知
的

障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
へ
の
支
援
や
、
各
種

講
座
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
事
業

等
を
通
じ
て
の
社
会
参
加
促
進
事
業
を
引
き
続

き
実
施
し
ま
す
。

　
障
害
者
、
ひ
と
り
親
家
庭
、
子
育
て
家
庭
、

高
齢
者
が
「
地
域
」
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
、
地
域
の
社
会
資
源
や
人
材
サ
ー
ビ
ス
を
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ

ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
」
を
引
き
続
き
配
置
し
、
相
談

・
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
３
月
に
策
定
し
た
「
岬
町
高
齢
者
保
健
福
祉

計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
」
に
基
づ
き
各
種

施
策
を
展
開
し
ま
す
。
特
に
、
予
防
重
視
型
の

事
業
を
展
開
し
、
介
護
保
険
制
度
の
改
正
に
伴

う
新
た
な
予
防
給
付
や
地
域
支
援
事
業
の
実
施
、

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
高
齢
者
が
住

み
な
れ
た
地
域
で
健
康
に
生
活
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設

置
す
る
な
ど
、
介
護
保
険
制
度
の
充
実
を
行
い

ま
す
。

　
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
、
民
間
事
業
者

に
管
理
運
営
を
委
託
し
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

活
用
し
た
運
営
と
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
、

魅
力
的
な
施
設
運
営
を
実
施
し
ま
す
。

　
昨
今
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
り
、

個
人
情
報
の
取
扱
い
を
は
じ
め
と
す
る
新
た
な

問
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
「
私
た
ち
一
人
ひ

と
り
が
も
つ
人
権
」
が
守
ら
れ
る
社
会
の
実
現

の
た
め
、
人
権
尊
重
の
た
め
の
取
り
組
み
を
推

進
し
ま
す
。

　
「
岬
町
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
く

事
業
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
平
成
14
年

度
に
パ
ー
ト
ナ
ー
ス
タ
ッ
フ
制
度
を
設
け
、
現

在
７
名
の
住
民
の
方
々
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
「
み

さ
き
ウ
イ
ッ
シ
ュ
講
座
」
の
企
画
・
運
営
に
参

画
さ
れ
て
お
り
、
今
後
も
住
民
と
行
政
の
協
働

で
事
業
を
行
い
ま
す
。

　
学
校
施
設
は
、
教
育
環
境
と
し
て
重
要
で
あ

る
と
共
に
、
災
害
時
に
は
、
地
域
の
人
々
の
緊

急
避
難
場
所
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
か

ら
、
防
災
機
能
の
充
実
強
化
は
最
優
先
課
題
と

考
え
、
平
成
18
年
度
は
深
日
小
学
校
体
育
館
の

耐
震
補
強
工
事
の
た
め
の
実
施
設
計
を
実
施
し

ま
す
。
今
後
、
年
次
計
画
で
順
次
各
小
学
校
の

耐
震
化
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
小
学
校
で
ネ

イ
テ
ィ
ブ
ス
ピ
ー
カ
ー
（
Ａ
Ｅ
Ｔ
）
に
よ
る
外

国
語
教
育
を
実
施
し
、
平
成
18
年
度
も
Ａ
Ｅ
Ｔ

を
配
置
し
、
国
際
理
解
教
育
に
努
め
ま
す
。

　
プ
ー
ル
利
用
に
つ
い
て
は
、
町
民
プ
ー
ル
・

中
学
校
プ
ー
ル
・
関
電
プ
ー
ル
を
閉
鎖
し
ま
す

が
、
夏
季
期
間
中
の
一
般
開
放
は
ピ
ア
ッ
ツ
ァ

５
で
実
施
し
ま
す
。
小
学
校
の
プ
ー
ル
授
業
に

つ
い
て
は
ピ
ア
ッ
ツ
ァ
５
を
利
用
し
、
専
門
的

に
指
導
す
る
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
配
置
し
、

「
小
学
校
卒
業
ま
で
に
み
ん
な
泳
げ
る
子
ど
も
」

を
目
標
に
質
の
高
い
授
業
を
め
ざ
し
ま
す
。
そ

の
た
め
、「
泳
げ
な
い
子
ど
も
」
を
対
象
に
「
夏

季
講
習
（
仮
称
）
」
を
開
き
ま
す
。

　
子
ど
も
の
安
全
を
脅
か
す
事
件
が
多
発
し
て

い
る
厳
し
い
状
況
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
が
安

全
に
安
心
し
て
地
域
や
学
校
で
過
ご
せ
る
よ
う
、

「
子
ど
も
１
１
０
番
」
や
「
子
ど
も
安
全
デ
ー
」

の
活
動
、
「
岬
町
学
校
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

の
協
力
に
よ
る
取
り
組
み
を
積
極
的
に
行
い
ま

す
。
ま
た
、
小
学
校
新
入
生
へ
防
犯
ホ
イ
ッ
ス

ル
の
配
布
や
不
審
者
対
応
の
防
犯
訓
練
、
教
職

員
対
象
の
護
身
術
研
修
等
を
引
き
続
き
行
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
学
校
巡
視
員
を
配
置
し
て
安
全

確
保
に
努
め
ま
す
。

　
昨
年
度
か
ら
大
阪
府
と
大
阪
泉
州
農
業
協
同

組
合
の
協
力
を
得
て
、
技
術
習
得
を
希
望
す
る

農
業
者
を
対
象
に
「
岬
農
業
塾
」
を
開
講
し
て

い
ま
す
。
平
成
18
年
度
も
商
品
性
の
あ
る
農
産

物
の
生
産
と
地
域
農
業
の
活
性
化
を
図
る
と
と

も
に
、
地
産
地
消
を
目
標
に
、
農
業
者
の
育
成

と
地
域
農
業
の
活
性
化
を
推
進
し
ま
す
。

　
農
業
委
員
会
・
実
行
組
合
・
猟
友
会
を
中
心

と
す
る
「
有
害
鳥
獣
対
策
協
議
会
」
で
、
引
き

続
き
イ
ノ
シ
シ
や
ア
ラ
イ
グ
マ
の
駆
除
を
実
施

し
て
い
た
だ
き
、
農
業
被
害
対
策
を
推
進
し
ま

す
。

　
働
く
意
欲
が
あ
り
な
が
ら
、
雇
用
・
就
労
を

妨
げ
る
様
々
な
阻
害
要
因
を
抱
え
る
人
た
ち
を

対
象
に
、
今
後
も
職
業
能
力
の
開
発
な
ど
の
取

り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　
平
成
18
年
度
も
引
き
続
き
、
漁
港
漁
場
整
備

長
期
計
画
に
基
づ
き
、
府
民
と
漁
業
者
と
の
交

流
を
促
進
す
る
拠
点
の
形
成
を
目
的
に
、
親
水

機
能
を
も
っ
た
防
波
堤
・
護
岸
等
を
整
備
す
る

「
ふ
れ
あ
い
漁
港
漁
村
整
備
事
業
」
と
し
て
、

深
日
漁
港
お
よ
び
小
島
漁
港
の
整
備
を
実
施
し

ま
す
。

　
本
町
が
行
う
事
務
事
業
に
つ
い
て
、
燃
料
・

用
紙
の
節
約
、
節
電
、
再
生
紙
の
利
用
な
ど
を

一
層
進
め
ま
す
。
ま
た
、
循
環
型
社
会
を
構
築

す
る
た
め
、
ご
み
の
減
量
、
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス

テ
ム
の
整
備
の
促
進
を
図
り
、
岬
町
分
別
収
集

計
画
を
的
確
に
実
施
し
ま
す
。
既
に
他
の
市
町

村
で
実
施
さ
れ
て
い
る
ご
み
の
有
料
化
に
つ
い

て
、
平
成
18
年
度
実
施
に
向
け
検
討
し
ま
す
。

　
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
、
災
害
時
に
お
け

◆
高
齢
者
福
祉
・
介
護
保
険
施
策

◆
健
康
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の

　
管
理
運
営

◆
人
権
施
策

◆
男
女
共
同
参
画

◆
学
校
教
育
施
策

◆
子
ど
も
の
安
全
施
策

◆
農
業
振
興

◆
有
害
鳥
獣
対
策

◆
地
域
就
労
支
援
事
業

◆
漁
業
振
興
施
策

◆
環
境
施
策

◆
防
災
関
係

自
然
に
ふ
れ
あ
い
、

心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

自
然
を
生
か
し
て
、
い
き

い
き
魅
力
満
載
の
ま
ち

自
然
を
守
り
、
安
全
で

快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち



る
防
災
体
制
の
整
備
・
充
実
を
図
る
た
め
、
消

防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
更
新
事
業
の
実
施
、
ま
た

自
治
区
単
位
で
の
自
主
防
災
組
織
の
育
成
を
図

る
な
ど
、
消
防
力
の
強
化
や
関
係
機
関
と
の
連

携
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
本
町
の
武
力
攻

撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
保
護
措
置
に
関
し
必

要
な
事
項
を
定
め
る
た
め
、
岬
町
国
民
保
護
計

画
を
策
定
し
ま
す
。

　
主
要
な
道
路
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る

町
道
西
畑
線
の
整
備
を
継
続
し
て
行
い
ま
す
。

ま
た
、
小
島
海
岸
線
の
法
面
整
備
を
始
め
、
町

道
の
安
全
で
円
滑
な
通
行
を
確
保
す
る
た
め
、

緊
急
性
の
高
い
箇
所
等
、
優
先
順
位
を
的
確
に

判
断
し
、
限
ら
れ
た
予
算
を
有
効
活
用
し
、
今

後
も
継
続
し
て
維
持
補
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
下
水
道
関
連
事
業
及
び
老
朽
管
更
新
事
業
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
適
切
な
水
質
監
視
や
配

水
設
備
の
維
持
管
理
を
行
い
、
安
全
な
水
の
安

定
供
給
に
努
め
ま
す
。

　
平
成
17
年
度
末
に
お
い
て
人
口
普
及
率
58
・

１
％
を
達
成
す
る
見
込
み
で
す
。
し
か
し
、
下

水
道
整
備
に
は
多
額
の
財
源
が
必
要
な
た
め
、

一
般
会
計
の
財
政
状
況
と
の
整
合
性
を
図
り
な

が
ら
計
画
的
に
事
業
を
推
進
し
、
住
民
の
生
活

環
境
の
改
善
、
河
川
及
び
海
域
の
水
質
保
全
に

努
め
ま
す
。
ま
た
、
平
成
18
年
度
よ
り
、
小
島

ふ
れ
あ
い
漁
港
整
備
の
一
環
と
し
て
漁
業
集
落

排
水
事
業
の
面
整
備
が
始
ま
り
ま
す
の
で
、
今

後
は
、
公
共
下
水
道
整
備
と
併
せ
て
、
小
島
地

区
の
生
活
排
水
処
理
の
促
進
、
地
域
活
性
化
、

環
境
保
全
に
よ
る
地
場
産
業
育
成
等
を
図
り
ま

す
。

　
現
在
、
岬
町
域
に
お
け
る
淡
輪
ラ
ン
プ
ま
で

の
早
期
供
用
に
向
け
、
用
地
買
収
の
完
了
し
た

と
こ
ろ
か
ら
文
化
財
調
査
等
の
事
業
が
順
次
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
平
成
18
年
度
早
期
に
工
事

着
手
で
き
る
よ
う
推
進
し
ま
す
。

　
民
間
の
活
力
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
て
、
憩

い
の
場
の
創
出
や
地
元
の
発
展
の
た
め
に
多
目

的
公
園
と
し
て
整
備
す
る
こ
と
と
し
、
平
成
18

年
２
月
に
具
体
的
な
整
備
方
針
と
な
る
「
基
本

コ
ン
セ
プ
ト
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
に
沿
っ
た
事
業
活

動
が
で
き
る
事
業
者
と
協
議
中
で
あ
り
、
早
期

に
事
業
者
の
決
定
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
平
成

18
年
度
か
ら
、
道
路
・
水
路
等
の
整
備
を
行
い
、

公
民
協
働
で
創
造
す
る
多
目
的
公
園
の
整
備
に

大
阪
府
と
と
も
に
精
力
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
そ
し
て
、
関
西
国
際
空
港
第
二
期
事
業
に
伴

う
土
砂
搬
出
施
設
の
有
効
活
用
を
図
り
、
町
の

活
性
化
と
地
域
振
興
に
寄
与
す
る
た
め
、
大
阪

府
と
連
携
し
て
実
施
す
る
道
の
駅
整
備
事
業
、

ま
た
新
た
な
海
洋
及
び
観
光
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
拠
点
と
な
る
よ
う
、
多
奈
川
小
島
地
区
に

海
釣
り
公
園
の
整
備
を
実
施
し
ま
す
。

　
厳
し
い
財
政
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
事
業

の
「
選
択
と
集
中
」
を
念
頭
に
置
き
、
自
治
体

間
の
競
争
に
勝
ち
抜
い
て
ま
い
り
た
い
と
職
員

一
丸
と
な
っ
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

住
民
の
み
な
さ
ま
を
は
じ
め
、
議
員
の
み
な
さ

ま
の
今
後
な
お
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
て
、
私
の
町
政
運
営
方
針
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
以
上
が
岬
町
議
会
３
月
定
例
会
で
石
田
町
長

が
発
表
し
た
平
成
18
年
度
町
政
運
営
方
針
の
概

要
で
す
。
　

　
４
日
　
新
年
互
礼
会

　
８
日
　
岬
町
成
人
祭

　  

〃 

　
岬
町
消
防
出
初
式

　
11
日
　
農
業
委
員
会

　
14
日
　
多
奈
川
支
部
出
発
の
集
い

　
16
日
　
消
防
組
合
例
月
監
査

　
17
日
　
新
議
員
研
修

　  

〃
　 
例
月
出
納
検
査

　
18
日
　
市
町
村
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

　
19
日
　
行
財
政
改
革
委
員
会

　  

〃
　 

空
港
対
策
跡
地
利
用
促
進
委
員
会

23
日
　
下
水
道
組
合
例
月
監
査

  

〃 

　
和
歌
山
市
・
岬
町
第
二
阪
和
国
道
延

　
　
　
伸
連
絡
協
議
会
役
員
会

26
日
　
全
員
協
議
会

30
日
　
民
生
委
員･

児
童
委
員
推
薦
会

１
日
　
和
歌
山
市
・
岬
町
第
二
阪
和
国
道
延

　
　
　
伸
連
絡
協
議
会
陳
情
（
大
阪
・
東
京
）

３
日
　
大
阪
府
町
村
議
長
会
特
別
研
修

７
日
　
都
市
計
画
審
議
会

８
日
　
農
業
委
員
会

９
日
　
全
国
町
村
議
長
会
定
期
総
会

13
日
　
例
月
出
納
検
査

14
日
　
監
査
委
員
研
修

16
日
　
全
員
協
議
会

17
日
　
消
防
組
合
例
月
監
査

18
日
　
泉
州
国
際
マ
ラ
ソ
ン
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

22
日
　
下
水
道
組
合
定
例
会

23
日
　
消
防
組
合
定
例
会

  

〃 

　
大
阪
府
町
村
議
長
会
役
員
会

24
日
　
下
水
道
組
合
例
月
監
査

  

〃 

　
空
港
対
策
跡
地
利
用
促
進
委
員
会

27
日
　
定
例
監
査
（
〜
28
日
）

◆
町
内
道
路
網
の
整
備

◆
上
水
道
事
業

◆
下
水
道
整
備

◆
第
二
阪
和
道
路
整
備

◆
関
西
国
際
空
港
二
期
事
業
に
係

　
る
土
砂
採
取
事
業
の
跡
地
利
用

自
然
と
共
生
し
、

便
利
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

１
月
議
会
の
活
動

２
月
議
会
の
活
動

　　　　　　　　平成18年7月下水道事業受益者負担金賦課区域

及び平成18年7月1日供用開始区域（予定）の

道下 水

お せら知

■
受
益
者
負
担
金
と
は
、
公
共
下
水

道
の
整
備
に
よ
っ
て
、
便
利
で
快
適

に
な
る
と
と
も
に
、
公
共
下
水
道
の

未
整
備
区
域
に
比
べ
て
土
地
の
資
産

価
値
が
高
ま
る
と
い
う
「
受
益
」
に

対
し
て
そ
の
受
益
者
（
基
本
的
に
土

地
所
有
者
）
に
、
公
共
下
水
道
建
設

事
業
費
の
一
部
を
負
担
し
て
い
た
だ

く
制
度
で
一
度
限
り
の
負
担
で
す
。

■
賦
課
区
域
内
の
道
路
、
河
川
、
公

園
、
水
路
を
除
い
た
全
て
の
土
地
が

対
象
で
す
。
た
だ
し
、
現
に
耕
作
し

て
い
る
農
地
、
現
況
が
山
林
・
原
野

で
あ
る
土
地
は
、
賦
課
を
保
留
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
負
担
金
額
は
、
１
㎡
あ
た
り
単
位

負
担
金
額
（
４
２
０
円
／
㎡
）
×
土

地
の
登
記
面
積
に
よ
っ
て
算
定
さ
れ

た
額
で
す
。

■
納
付
方
法
は
３
年
間
６
回
の
「
分

割
納
付
」
と
負
担
金
全
額
を
初
年
度

の
第
１
期（
９
月
）に
納
付
す
る
「
一

括
納
付
」が
あ
り
、一
括
納
付
に
は
、

20
％
の
報
奨
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

■
今
回
の
賦
課
対
象
区
域
に
か
か
る

住
民
の
み
な
さ
ま
に
は
、
後
日
、
説

明
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
及
び
説
明

会
（
負
担
金
、
排
水
設
備
工
事
と
助

成
制
度
、
使
用
料
等
に
つ
い
て
）
を

開
催
し
ま
す
。

　
日
程
は
、
回
覧
等
で
ご
案
内
し
ま

す
。

▼
問
合
せ

　
上
下
水
道
部
　
下
水
道
課

　
　
　
　
　
　
　
☎
92
│
４
１
４
０

▼受験資格　１ 昭和52年４月２日～昭和60年４月１日生まれの者

　　　　　　２ 昭和60年４月２日以降生まれの者で、①大学を卒業した者及び平成19年３月

　　　　　　　までに大学を卒業する見込みの者または② 人事院が①に揚げる者と同等の資

　　　　　　　格があると認める者

▼受付期間　４月３日（月）～14日（金）

　　　　　　※詳しい内容は、大阪労働局　☎06－6949－6482までお問い合わせください。

平成18年度
労働基準監督官
採用試験

　　は、平成18年7月1日供用開始区域（予定）です。今回の賦課区域は、平成18年7月1日に供用開始が予定

されている区域です。

▲ 深日南出・千歳・中出・陸出の一部

▲ 淡輪12区の一部 ▲ 淡輪６区・17区の一部 ▲ 淡輪８区・９区の一部

▲ 深日緑８・緑９の一部



文化スポーツ情報
▼
と
き
　
４
月
16
日
（日）

▼
集
合
時
間
　
午
前
９
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
　
（
時
間
厳
守
）

▼
集
合
場
所
　
南
海
『
孝
子
』
駅
前

▼
持
ち
物
　
弁
当
・
水
筒
・
帽
子
・

手
袋
・
筆
記
用
具
・
雨
具
・
双
眼
鏡

（
お
持
ち
の
方
）

▼
参
加
費
　
会
員
　
１
０
０
円

　
　
　
　
　
一
般
　
２
０
０
円

　
　
　
　
　
（
傷
害
保
険
料
含
む
）

▼
備
考
　
雨
天
の
場
合
は
孝
子
小
学

校
で
室
内
例
会
を
行
い
ま
す
。

○
当
日
会
員
の
受
付
も
し
ま
す
。

　
年
会
費
　
本
会
員
　
１
０
０
０
円

　
　
　
　
　
家
族
会
員
１
５
０
０
円

　
　
　
　
　
準
会
員
　
　
５
０
０
円

▼
申
込
・
問
合
せ

　
　
　
土
井
宅
　
☎
92
│
２
２
２
５

　
　
　
中
谷
宅
　
☎
92
│
１
６
６
２

▼
主
催
　
み
さ
き
野
鳥
の
会

▼
後
援
　
岬
町
文
化
協
会

　
き
び
し
い
寒

さ
の
あ
と
の
春

は
、
心
う
き
う

き
う
れ
し
い
季

節
で
す
。

　
昨
年
は
、
サ
ラ
ダ
ホ
ー
ル
に
た
く

さ
ん
の
み
な
さ
ん
を
お
出
迎
え
し
、

25
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
も
無
事
に

終
え
、
当
ク
ラ
ブ
も
26
年
目
に
入
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
年
は
、

外
部
よ
り
指
導
者
を
迎
え
、
一
歩
前

進
で
す
！
み
な
さ
ん
の
ご
来
場
を
心

よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き
　
４
月
23
日
（日）

　
　
　
　
午
後
２
時
〜
３
時
30
分
　

　
　
　
　
※
午
後
１
時
30
分
開
場

▼
と
こ
ろ
　
淡
輪
公
民
館

▼
入
場
　
無
料

▼
主
催
　
岬
マ
ン
ド
リ
ン
ギ
タ
ー
ク
ラ
ブ

▼
後
援
　
岬
町
文
化
協
会

　
雑
木
林
の
新
緑
色
づ
き
風
薫
る
季

節
の
な
か
を
、
ご
家
族
・
お
友
達
お

誘
い
合
わ
せ
て
ハ
イ
キ
ン
グ
に
参
加

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。  

　
往
復
約
11
km
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー

ス
で
す
。

▼
と
き
　
４
月
29
日
（祝）

※
雨
天
の
場
合
は
５
月
３
日
（祝）
に
延

期
し
ま
す
。

▼
集
合
時
間
　
午
前
８
時
30
分
集
合

▼
集
合
場
所

　
淡
輪
小
学
校
グ
ラ
ン
ド

※
ハ
イ
キ
ン
グ
終
了
後
は
淡
輪
小
学

校
に
て
自
由
解
散
。

▼
対
象
者
　
泉
南
地
区
在
住
の
方

▼
参
加
費
　
無
料

▼
持
参
物
　
飲
み
物
・
お
弁
当

※
歩
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。

▼
申
込
　
当
日
、
集
合
場
所
で
受
付

し
ま
す
。

▼
問
合
せ
　
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　
　
　
☎
92
│
２
７
１
５

▼
主
催
　
岬
町
体
育
指
導
委
員
協
議
会

▼
後
援
　
岬
町
教
育
委
員
会

　
脳
を
活
性
化
す
る
た
め
に
声
を
出

し
て
日
本
語
を
読
み
ま
す
。

　
テ
キ
ス
ト
は
大
き
な
字
で
印
刷
さ

れ
た
文
章
や
詩
で
す
。
聞
き
な
れ
た

詩
や
名
作
文
学
の
抜
粋
な
ど
親
し
み

や
す
い
文
書
で
す
。

　
み
ん
な
で
大
き
な
声
を
出
し
て
心

身
の
健
康
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

◆
体
験
と
試
行
　

▼
試
行
期
間
　
４
月
24
日
（月）
・
５
月

８
日
（月）
・
５
月
22
日
（月）

※
試
行
期
間
終
了
後
、
同
好
会
と
し

て
の
発
足
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

▼
時
間

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
50
分

▼
会
場
　
淡
輪
公
民
館
会
議
室

▼
会
費
　
毎
回
１
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
（
テ
キ
ス
ト
代
）

▼
申
込
　
当
日
受
付
（
毎
回
）

▼
問
合
せ
　
竹
中
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
☎
92
│
０
５
６
９

▼
主
催
　
み
さ
き
生
活
文
化
同
好
会

▼
後
援
　
岬
町
文
化
協
会

イ
ベ
ン
ト

岬
町
体
育
指
導
委
員
協
議
会

畑
・
西
谷
寺
か
ら

　
　
飯
盛
山
に
登
ろ
う

ハ
イ
キ
ン
グ

　
　
　
参
加
者
募
集
！

〜
元
気
に
声
を
出
し
て
〜

岬
マ
ン
ド
リ
ン
ギ
タ
ー
ク
ラ
ブ

　
ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

み
さ
き
野
鳥
の
会

定
例
探
鳥
会

『
飛
ぶ
雲
に
よ
せ
て
』

◎と　き　今回は淡輪公民館にお問い合
　　　　　わせください。
◎ところ　淡輪公民館
◎協　力　公民館クラブ
　　　　　　「童謡をうたう集い」
※自由参加です。みなさんでお越しください。

童謡を“うたおう”
のつどい

童謡を“うたおう”
のつどい

童謡を“うたおう”
のつどい

童謡を“うたおう”
のつどい

「
音
読
の
会
」
体
験
と
試
行

　
聴
覚
者
の
人
達
と
と
も
に
、
手
話

を
使
い
な
が
ら
踊
り
交
流
し
ま
せ
ん

か
、
踊
り
の
中
か
ら
自
然
と
手
話
が

覚
え
ら
れ
ま
す
よ
。

○
服
装
は
動
き
や
す
い
服
装

▼ 

と
き
４
月
11
日
（火）

　
　
午
前
10
時
〜
正
午
ま
で

▼ 

と
こ
ろ
　
岬
町
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
（
１
階
集
会
場
）

▼
問
合
せ
　
小
林
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
☎
92
│
３
０
１
０

●
和
紙
ち
ぎ
り
絵

　
４
月
21
日
（金）
、
午
前
９
時
30
分
〜

正
午
、
淡
輪
公
民
館
で
。

【
連
絡
先
】
　
尾
和
ま
で

  

　
　
　
　
　
　
☎
92
│
１
３
０
５

●
み
さ
き
写
真
同
好
会

　
４
月
15
日
（土）
、
午
後
７
時
〜
９
時

30
分
、
淡
輪
公
民
館
で
。

●
マ
ン
ド
リ
ン･

ギ
タ
ー
ク
ラ
ブ

　
４
月
６
日
（木）
、
８
日
（土）
、
13
日
（木）
、

20
日
（木）
、
午
後
１
時
〜
午
後
４
時
30

分
、
孝
子
小
学
校
講
堂
で
。

●
コ
ー
ル
ア
ゼ
リ
ア

　
４
月
６
日
（木）
、
13
日
（木）
、
20
日
（木）
、

27
日
（木）
、
午
後
０
時
30
分
〜
４
時
30

分
、
淡
輪
公
民
館
で
。

●
岬
自
然
散
策
会

　
彦
根
城
周
辺
（
滋
賀
県
）
へ
行
き

ま
せ
ん
か
。
今
回
、
桜
の
開
花
の
都

合
に
よ
り
予
定
し
て
い
た
日
程
を
早

め
ま
し
た
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

４
月
８
日
（土）
、
午
前
７
時
30
分
、
み

さ
き
公
園
駐
車
場
側
集
合
。
水
筒
持

参
。
参
加
費
は
会
員
５
０
０
０
円
・

一
般
５
５
０
０
円
（
バ
ス
代
・
弁
当

代
・
保
険
代
な
ど
）
で
す
。
小
雨
決

行
。
お
申
込
み
は
４
月
５
日
（水）
ま
で

に
お
願
い
し
ま
す
。

【
申
込
先
】
　
大
西
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
☎
94
│
０
０
５
０

　
次
回
は
鞍
馬
、
静
原
、
大
原
な
ど

平
家
物
語
ゆ
か
り
の
里
（
京
都
）
で

す
。

　
囲
碁
・
社
交
ダ
ン
ス
・
子
ど
も
茶

道
・
和
紙
の
ち
ぎ
り
絵
・
パ
ッ
チ
ワ

ー
ク
・
大
正
琴
・
英
会
話
・
文
化
箏

・
書
道
・
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
・
墨
絵

・
茶
道
・
卓
球
・
ス
ト
レ
ッ
チ
・
太

極
拳
・
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
・
ど
ん
ぐ

り
こ
ろ
こ
ろ
（
就
学
前
の
子
ど
も
と

親
の
活
動
）
・
キ
ッ
ズ
ジ
ャ
ズ
ヒ
ッ

プ
ホ
ッ
プ
・
源
氏
物
語
を
読
む
会
・

ボ
タ
ニ
カ
ル
ア
ー
ト
・
シ
ャ
ン
ソ
ン

・
絵
手
紙
・
着
物
の
着
付
・
ピ
ア
ノ

レ
ッ
ス
ン
・
朗
読
・
生
花
・
料
理
・

民
謡
・
日
本
舞
踊
・
リ
フ
ォ
ー
ム
・

童
謡
・
煎
茶
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー

・
水
彩
画
・
パ
ソ
コ
ン

※
ク
ラ
ブ
活
動
の
登
録
及
び
参
加
を

希
望
さ
れ
る
方
は
公
民
館
ま
で
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
定
員
に

達
し
て
い
る
た
め
、
キ
ャ
ン
セ
ル
待

ち
の
ク
ラ
ブ
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
　
淡
輪
公
民
館

　
　
　
　
　
　
　
☎
94
―
０
３
０
０

人
材
銀
行
に
よ
る
講
座

文
化
協
会

手
話
ダ
ン
ス
を

　
　
し
ま
せ
ん
か
？

▼問合せ　秘書政策室　情報政策係　☎92－2773
　　　　　J:COM関西りんくう局　☎0120－089－344

「わくわく！りんくう」「わくわく！りんくう」
放送番組のごあんない！放送番組のごあんない！

　ケーブルテレビｃｈ９「わくわく！りんくう」で放

送する岬町の番組を紹介します。まちの話題や情報

を映像と文字でお楽しみください。

カ
ル
チ
ャ
ー

登
録
ク
ラ
ブ
の
紹
介

平
成
　
年
度
　
淡
輪
公
民
館

18

◎と　き　4月15日（土） 孝子小学校集合　
◎集合時間　午前9時30分（みさき公園駅午前9時13分発）
◎参加費　300円（保険代ほか）　※雨天中止
◎持ち物　弁当・水筒・帽子・手袋・歩きやすい服装
◎申込先　岬町まちづくり住民会議　岡まで　☎92－5114　

野の花と出会う会のご案内野の花と出会う会のご案内
～逢帰ダムに八重桜を見に行きませんか～

■ 岬町の放送時間帯 ■

① 11：00～11：20
② 16：00～16：20
③ 24：00～24：20

4/1～4/30放送
淡輪公民館特別講座

「ガーデニング教室」



　
ツ
ク
シ
ン
ボ
も
可
愛
く
頭
を
出
し
、

野
や
山
に
も
い
ろ
ん
な
木
の
芽
が
競

う
よ
う
に
顔
を
覗
か
せ
て
私
た
ち
の

眼
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
桜
の

花
も
満
開
に
咲
き
ほ
こ
り
、
４
月
は

心
が
は
ず
み
、
夢
が
ふ
く
ら
ん
で
い

く
よ
う
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
ね
。

　
図
書
室
も
新
た
に
新
年
度
を
迎
え
、

み
な
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
４
月
よ
り
貸
出
し
カ
ー
ド

の
更
新
が
は
じ
ま
り
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
覗
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
「
私
は
外
で
働
い
て
い
る
女
性
で

す
か
ら
、
満
足
に
母
を
や
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
が
、
私
の
欠
け
て
い
る

と
こ
ろ
は
、
き
っ
と
あ
な
た
が
大
人

に
な
っ
た
と
き
、
お
ぎ
な
っ
て
く
れ

る
で
し
ょ
う
」
（
本
文
よ
り
）

　
「
私
が
い
つ
か
い
な
く
な
っ
た
と

き
、
娘
に
捧
げ
る
た
め
に
せ
っ
せ
と

ペ
ン
を
走
ら
せ
た
」
愛
し
い
娘
へ
贈

る
母
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ら
ぬ
、

母
の
言
い
訳
。
（
日
本
文
芸
大
賞
エ

ッ
セ
イ
賞
受
賞
作
品
）
　

　
友
だ
ち
？
他
人
だ
よ
、
そ
ん
な
の
。

で
も
・・・
特
別
な
他
人
。
う
っ
と
う

し
く
て
、
面
倒
く
さ
く
て
、
や
や
こ

し
く
て
。
だ
か
ら･･･

大
切
な
他
人
。

　
い
ち
ば
ん
大
切
な
も
の
を
描
き
き

っ
た
感
動
の
長
篇
に
な
り
た
い
と
願

っ
た
一
冊
で
す
。

　
ク
レ
ヨ
ン
達
は
真
っ
白
い
画
用
紙

を
見
つ
け
て
大
喜
び
！

　
チ
ョ
ウ
、
お
花
、
木
・・・
つ
ぎ
つ

ぎ
書
い
て
い
き
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、

く
ろ
く
ん
だ
け
は
仲
間
に
入
れ
て
も

ら
え
ま
せ
ん
。
で
も
・・・
。

　
こ
の
他
に
「
く
ろ
く
ん
と
ふ
し
ぎ

な
と
も
だ
ち
」
も
あ
り
ま
す
。

　
「
バ
ム
ケ
ロ
」
シ
リ
ー
ズ
の
島
田

ゆ
か
の
最
新
作
。

　
に
じ
い
ろ
の
さ
か
な
が
、
ま
た
ま

た
た
ん
け
ん
。
今
度
は
迷
子
に
な
っ

た
み
た
い
だ
。

　　
　
　

図 書
だより
図 書
だより
図 書
だより

本

の

紹

介

著
者
　
重
松
　
清

　
　
　

（株） 

新
潮
社

☆ 

き
み
の
友
だ
ち

日 月 火 水 木 金 土

1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23

30

24 25 26 27 28 29

４
月
の
図
書
カ
レ
ン
ダ
ー

著
者
　
黒
木
　
瞳

　
　
　

（株） 

集
英
社

☆ 

母
の
言
い
訳

　
○
は
淡
輪
公
民
館
図
書
室
休
み

　
色
字
は
ア
ッ
プ
ル
館
休
み

★
あ
い
て
い
る
時
間

▼
淡
輪
公
民
館
図
書
室

　
　
10
じ
〜
12
じ
・
１
じ
〜
５
じ

▼
ア
ッ
プ
ル
館
（
深
日
児
童
館
）

　
　
12
じ
〜
５
じ

作
・
絵
　
な
か
や
　
み
わ

　
　
　
　
　
　

（株） 

童
心
社

☆ 

く
れ
よ
ん
の
く
ろ
く
ん

著
者
　
島
田
　
ゆ
か

　
　
　
　

（株） 

白
泉
社

☆ 

ぶ
ー
ち
ゃ
ん
と
お
に
い
ち
ゃ
ん

著
者
　
マ
ー
カ
ス
・
フ
ィ
ス
タ
ー

　
　
　
訳
者
　
谷
川
俊
太
郎

　
　
　
　
　
　
　

（株） 

講
談
社

☆ 

に
じ
い
ろ
の
さ
か
な
ま
い
ご
に
な
る

１19
ダイヤル

１19
火災・救急概要

阪南岬消防組合消防本部

2月 3月 4月 5月 6月 計

2 2 0 2 0 16件 251,242千円

負傷者

7人

0 1 1 0 0 9件岬　町

阪南市

225,669千円 1人

●事故種別 ●程度別

●救急出場件数

1月

2

1

2 3 1 2 0 25件組合合計 3

8月 9月 10月 11月 12月

4 1 2 0 0

0 5 0 1 0

7月

1

0

4 6 2 1 01

急病 一般
負傷

交通
事故

自損
行為

労働
災害

計

1,427 259 271 21 12 2,310件

824 141 125 16 3 1,191件

岬　署

阪南署

1月

192

90

2,251

軽症

1,284

655

1,939

中等症

741

394

1,135

重症

159

99

258

死亡

39

11

50400 396 37 15 3,501件

計

2,223件

1,159件

3,382件

組合合計 282

水難
事故

運動
競技

火災 その他

4 6 4 290

6 4 1 69

加害

16

2

10 10 5 35918

2月 3月 4月 5月 6月 計

203 236 173 198 206 2,310件

114 114 89 101 82 1,191件

317 350 262 299 288 3,501件

8月 9月 10月 11月 12月

174 155 197 184 210

112 88 89 94 111

7月

182

107

286 243 286 278 321289

損害額 死者

1人

0人

476,911千円 8人1人

阪南署

岬　署

組合合計

●火災種別 

●火災発生件数 

●火災原因 

●損害額および死者・負傷者数 

建物

12件

8件

20件

林野

1件

0件

1件

車両

0件

0件

0件

その他

3件

1件

4件

放火

4件

1件

5件

こんろ

2件

0件

2件

たばこ

2件

1件

3件

火遊び

1件

1件

2件

電灯・電
話等配線

0件

1件

1件

電気装置

2件

0件

2件

ストーブ

0件

1件

1件

焼却炉

1件

0件

1件

灯火

0件

1件

1件

取灰

1件

0件

1件

その他

1件

1件

2件

不明

2件

2件

4件

阪南市

岬　町

組合合計

●春の全国交通安全運動　－4月6日（木）～15日（土）－
　　交通ルールを守りましょう！

　　【厳禁項目】○速度の出しすぎ　○信号無視　○飲酒運転

●春の地域安全運動　－4月21日（金）～30日（日）～
　　泉南警察署では、地域住民の方々と協力して、犯罪のない安

　全で安心して生活できる社会の実現をめざして、①車上狙い、

　オートバイ盗、自転車盗などの街頭犯罪の予防検挙、②ひった

　くりの撲滅、③空き巣、忍び込み等の侵入盗の防止、④青少年

　の非行防止などを中心とした「春の地域安全運動」を実施しま

　す。みなさんからの情報をお待ちしています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　▼泉南警察署　☎71－1234

平成17年

学校安全ボランティア募集学校安全ボランティア募集

　町内のこどもを犯罪から守るため、登下校時に通学路周辺や身近なところで、こども
たちを見守ってください。みなさまのご協力をお願いします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岬町教育委員会

　町民の方で、子どもの健全育成や安全確

保に熱意のある方で、次の活動が少しでも

可能な方なら、どなたでも登録していただ

けます。

①通学路や危険な場所に立ち「あいさつ」

　や「声かけ」などをする見守り活動

②校区・小学校内の巡回活動（学校長の要

　請があったとき）

③不審者情報があったときの見守り活動

▼登録方法　教育委員会　生涯学習課

　　　　　　☎92－2715まで（随時受付）。

泉南警察署からのお知らせ

毎月8日は
　こども安全デー



　２月５日から始まった『第30回大阪中学生バレーボー

ル新人大会』において、岬中学校男子バレーボール部が

３位入賞を果たしました。

　また、昨年に引き続き３月28日に実施された

『近畿大会』にも出場し、健闘しました。

　本町が「声の岬だより」のサービスをはじめて300回の収録を終えま
した。このサービスは、広報紙「岬だより」のうち、視覚障害者の方に
とって重要な事柄や有益な情報をお伝えするためにテープに録音して、
申請者に配布しています。
　町内在住の原田恵子さん（写真
左）は、サービス開始当初からボ
ランティアで録音をしてくださっ
ています。25年という永きにわた
り、心を込めて読み続けてこられ
た、その姿には本当に頭のさがる
思いがします。原田さん、これか
らもよろしくお願いします。（広報）

　去る２月19日（日）、平成17年度大阪

府こども会大会（大阪府立青少年会館）

が開催され、岬町こども会の高垣吉彦氏

が、永年にわたり「こども会活動」に寄

与した功績を認められ、大阪府こども会

育成連合会より表彰されました。

　おめでとうございます。　　　　　

　　　　　　　　　　　　　生涯学習課

　平成18年度、労働保険の年度更新手続きは、５月22日（月）まで

にお済ませください。平成18年度より労働保険率が改定になってい

ますのでご注意ください。

大阪府こども会育成連合会

から表彰を受けました！

大阪府こども会育成連合会

から表彰を受けました！

大阪府こども会育成連合会

から表彰を受けました！

大阪府こども会育成連合会

から表彰を受けました！

大阪府新人大会３位入賞
　＆近畿大会でも健闘する！
大阪府新人大会３位入賞
　＆近畿大会でも健闘する！

岬中学校男子バレーボール部

　住民のみなさん、毎年お楽しみの「つつじフェスティバル」の季節

がやって参りました。会場はツツジが綺麗に咲き誇る愛宕山にて開催

します。

　展望台へ上がると関空も一望できて凄く景観の良い所です。

　ゴールデンウィークの期間中、遠方に行くのも楽しいけれど、たま

には岬町で楽しい一日を過ごしてみませんか！

▼日　時　４月29日（祝）10時30分～14時30分

▼場　所　愛宕山（旧淡輪遊園）

▼内　容　ゲーム大会、模擬店、各種団体の出店、ビンゴゲーム大会

▼問合せ　岬町商工会青年部　☎92－3311

つつじフェスティバルのお知らせ

第
19
回

岬うたのゆりかご会岬うたのゆりかご会岬うたのゆりかご会岬うたのゆりかご会

童謡をうたう会

○と　き　4月23日（日）13：30～

○ところ　ピアッツァ５（ロビー）

○指　導　荒木タミ子先生

○費　用　無料

○申込・問合せ　まちづくり住民会議

　　　　　　　　　勝野　☎ 92－ 4633

　　　　　　　　　辻　　☎ 92－ 3886

○主　催　まちづくり支援事業（教育分

　　　　　科会・住環境分科会・福祉分

　　　　　科会 合同）

11
人
で
勝
ち
取
っ
た
栄
光
！

　【メンバー構成】
　○２年生　新井洋介　濱本拓馬　中山恵介
　　　　　　南口航己　兵庫　守　宮下泰徳
　○１年生　竹原勇樹　谷本修造　西田隆頌
　　　　　　齋藤昂平　和田勝己
　

事業主の皆様へ 申告書の記入方法は大阪労働局
労働保険適用課まで　☎06－4790－6340

声の岬だよりを届け続
けて25年声の岬だよりを届け続
けて25年声の岬だよりを届け続
けて25年声の岬だよりを届け続
けて25年

ま
ち

の

　去る３月４日（土）、みさき里山クラブの方の協力の
もと、まちづくり住民会議の岡さんや辻さんが中心とな
り昨年発足された『野の花と出会う会』の方々が、町か
ら配布された緑化樹の梅の苗木15本を植樹されました。
　『野の花と出会う会』は、多くの人たちに岬町の自然
の素晴らしさを知ってもらおうと岬町を中心に自然散策
をしている会で、地域の自然保護にもあたっておられま
す。先般も、白砂峠から忠六峠への道を歩き、緑の少年
団やスポーツ少年団の子どもたちが作った巣箱を、尾根
筋に吊るされたそうです。
　この記念の森・岬梅林への植樹は平成３年度からはじ
　まり、最初に植樹された梅の木は大きくなり、実をつ
　けるまでになっています。今回植樹された梅の木も、

やがて大きくなり、近い将来、多くの人がこの記念の森
・岬梅林を訪れ、観梅にきてくださることを願っていま
す。

　　　　　　　　　　　　岬町文化協会　岬自然愛護会

　関空ならではのサービス特典が満載の「KANKU CLUBカード」が
ついに登場します。
　関空内店舗・施設でのサービス特典に加え、７月からはアクセス面
の特典も加わる、とても便利＆お得なカードです。みなさまの旅をよ
り便利で快適にサポートする「KANKU CLUBカード」に、あなたも
ぜひご入会ください！
▼年会費　無料
　※年間１回以上のクレジットのご利用が条件となります。
▼問合せ　☎55－2092
　※詳細はホームページを！→　http://www.kansai-airport.or.jp/
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記念の森・岬梅林へ梅の苗木15本を植樹！記念の森・岬梅林へ梅の苗木15本を植樹！

▲「みさき里山クラブ」と「野の花と出会う会」のみなさん

関空NEWS
待望の発行決定！

「KANKU CLUBカード」誕生！
か ん く う　　　　く ら ぶ

「ＫＡＮＫＵ ＣＬＵＢカード」で、
関空からの旅が、もっともっと便利でお得に！

で

き ご と



健 康 ス ケ ジ ュ ー ル

保健センター
☎ 92‐2424・2425予 防 接 種

子 ど も の 健 診 ＆ 相 談

健 康 相 教 室談 ＆ づ く り健 康

4 か 月 児 健 診

健 診 ・ 相 談 の 種 類

対　　　象

日 時 ・ 受 付 ・ 次 回 健 診 日 場　　所

場　　所

（離乳食講習会・ＢＣＧ同時実施）
平成17年12月生

４月25日（火）受付時間は個別通知でお知らせします。
※母子手帳の受付は正午～　次回は５月30日（火）　

相 談 ・ 教 室 日 時 ・ 定 員 ・ 予 約 受 付

おおむね
65歳以上の方

おおむね
40歳以上の方

手 芸 教 室

健 康 づ く り

接　　種　　名 対　　　　象

対　　　　象

日 時 ・ 受 付 場　　　所

保健センター

保健センター

保健センター

第１期初回：生後３か月～90か月未満（できるだけ初回を
　　　　　　12か月までに）３～８週間隔で３回接種
第１期追加：３回目終了後12か月～18か月の間に１回接種
※本年度より第１期初回の対象者は生後３か月からです。

３ 種 混 合
（ジフテリア・

　破傷風・百日咳）

４月17日（月）
午後１時～２時15分
次回は５月16日（火）

４月19日（水）午後１時30分～３時まで。定員 30名で予約
制。ただし、９月から実施する介護予防サポーター養成事
業（手芸コース）に参加可能な方とします。　

体 操 教 室

健 康 づ く り

４月10日（月）、24日（月）、５月８日（月）、午後１時30分～
３時まで。定員 30名で予約制。

生後３か月～６か月未満　１回接種Ｂ Ｃ Ｇ
４月25日（火）
午後１時30分～２時
次回は５月30日（火）

ほのぼのクラブほのぼのクラブほのぼのクラブほのぼのクラブほのぼのクラブ
※毎月10日までの健康スケジュールは、
　前月号に掲載しています。

※母子手帳の
受付は正午～

　泉佐野保健所では、病院や診療所に関する相談窓口を整備し、安心し

て医療を受けられるようサポートしています。

　▼相談時間　月～金（祝日、年末年始を除く）

　　　　　　　９：00～12：15／13：00～15：45

　▼問合せ　大阪府泉佐野保健所　医療相談窓口　☎62－7701

親子の交流や仲間づくりの場として保健室を開放します。

　第１週は絵本とお話、第３週はおもちゃライブラリーが午前11時か

らあります。第２週と４週が自由遊びとなっています。

▼と　き　４月５日・12日・19日・26日の毎週水曜日

　　　　　いずれも、午前10時～正午まで

▼問合せ　保健センター

乳幼児・児童発達クリニック
４月11日（火） 午後１時30分～３時まで。小児科医師・
発達相談員の相談があります。詳しくは保健センター
まで。（予約制）

in 保健センター
毎週水曜になりました！

泉佐野保健所では医療機関に関する相談を受け付けています

16歳～69歳までの健康な
方のご協力をお願いします！

献血

▼とき　４月21日（金）

　　　午前10時～正午／午後１時～４時

▼ところ　オークワ岬店

▼問合せ　保健センター

　※65歳以上の方は60～64歳の間に

　　献血経験のある方に限ります。

　保健センターは、住民のみなさんの
健康づくりのため、健康相談・健康診
査等のサービスや、みなさんの自主的
な健康づくりをサポートします。
　どうぞ、お気軽にご利用ください。

予　約
☎ 92－2424

INF
OR
MA
TIO
N

役
場
へ
の
お
問
い
合
わ
せ
は
直
通
電
話
番
号
へ

募　　集

◆町営住宅入居者募集

▼募集住宅

　緑ヶ丘住宅  ３戸（３K・３DK）

▼応募者資格

　次のすべての条件を満たす方

○現在、住宅に困窮している方

　持ち家の方は、原則として申し込

みできません。

○平成18年３月１日現在、町内在住

または在勤の方

○現に同居者がある方

　ただし、単身の方でも公営住宅法

の単身入居者資格に該当すれば申し

込みできます。詳しくはお問い合わ

せください。

　去る２月16日に開催した「済生会

　和歌山病院」の川口雅功先生によ

るＣ型肝炎講演会から最新情報の要

旨を２回に分けてお知らせします。

①肝臓の炎症を抑え、肝硬変への進

　行を抑える

②発がんを予防する

①炎症を抑え肝細胞の破壊を少なく

　する方法

・強力ミノファーゲンＣの注射

・ウルソ、小柴胡湯（しょうさいこ

　とう）等の内服

・瀉血（しゃけつ）療法（血液を抜

　く）

・インターフェロン長期（自己注射）

②根源となるＣ型肝炎ウイルスを消

　す方法

・インターフェロン単独注射

・ペグインターフェロン単独注射

・コンビネーション療法（インター

　フェロン注射＋リバビリン内服、

　ペグインターフェロン注射＋リバ

　ビリン内服）

①ウイルスがなくなるので慢性肝炎

　がよくなる。

②ウイルスがなくならなくても、慢

　性肝炎の進行が遅れたり、発がん

　が抑制されるといわれている。

　Ｃ型肝炎ウイルスによる慢性肝炎

のことで、６カ月間、肝臓に炎症が

続いている状態。

保健センター通信

肝臓病講演会情報 パート１

◆Ｃ型慢性肝炎とは
◆Ｃ型肝炎治療の目的

◆インターフェロン治療は
　Ｃ型慢性肝炎を治癒させ
　うる唯一の治療法である

◆Ｃ型肝炎の治療

◆Ｃ型肝炎の進行

GPT（ALT）値の上昇

ウイルスに感染

慢性肝炎

肝硬変

感染後10～20年

感染後20～30年

約70～80％

約30～40％

肝がん

感染後25～30年

約70～80％

　次回は、インターフェロン治
療の適応や効果、副作用などを
お知らせします。
　詳しいことをお知りになりた
い場合は保健センターまでお問
い合わせください。
　　　　　☎92－2424・2425

　従来のインターフェロンに

比べ発熱や関節痛等の副作用

が少なく、週１回の注射で済

むなどの利点がある。

ペグインターフェロン単独注射

○公営住宅法で規定されている収入

基準に適合する方

○家賃の支払能力のある方

○連帯保証人がある方

▼入居予定  平成18年７月以降

▼応募期間

　４月10日（月）～20日（木）

※ただし、応募者が募集戸数に満た

ない場合は、６月１日から随時応募

を受け付けます。募集戸数・応募期

間等についてはお問い合わせくださ

い。

▼申込用紙の配布

　下記窓口で４月５日～20日まで

▼応募申込受付・問合せ

○役場 事業課 管理用地係

　☎92－2736（午前９時～午後５時

　30分まで）

○岬町人権多奈川地域協議会

　☎92－3270（午前９時～午後５時 

　まで）

○岬町人権淡輪地域協議会

　☎94－1508（午前９時～正午まで）

※ただし、土・日・祝日は除きます。

　本町では、住民のみなさまに

とって、より効率的な組織とな

るため、４月１日付けで組織体

系の見直しを行いました。

　詳しい内容は次月号でお知ら

せする予定です。

　なお、今月号は締め切り等の

都合上、問合せ先等を旧組織体

系で表記しています。ご不便を

おかけしますが、ご理解とご協

力をお願いします。

役場内の組織の
見直しを行いました
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◎粗大ゴミ受付センターへの申し込みは４月20日（木）までに電話でお申込み

　ください。締切日に近づきますと電話が大変混雑しつながりにくくなります

　のでお申込みはお早めにお願いします。

　　　　　　　　◆申込み先　　☎９２－６４０８◆
（注）１月から空カン・空ビン以外の金属類、ガラス類（陶器類、蛍光灯類

　　含む）の収集を下記のとおり実施しています。

　　　毎月第１土曜日　淡輪地区（望海坂、岬公園含む）

　　　毎月第３土曜日　深日、多奈川、孝子地区

　　　奇数月　ガラス類〔コップ、ガラス等〕、陶器類〔茶碗、植木鉢等〕、

　　　　　　　電球類〔蛍光灯、丸球等〕

　　　偶数月　金属類〔なべ、やかん、かさ、菓子缶、乾電池等〕

　※家電製品は形が小さくても粗大ごみの取り扱いになります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住民生活課　生活環境係

4月の粗大ゴミの受付は次の地区が対象です
淡輪地区　1・2・3・4・5・6・7・8・9・10・11・12
　　　　　・13区・望海坂
孝子地区　上孝子・中孝子・下孝子

◆府立障害者交流促進セン
　ター（ファインプラザ大
　阪）からご案内

■「中百舌鳥駅」前からも送迎バス

　の運行を開始します！

　障害者のスポーツ・文化施設であ

る府立障害者交流促進センター（フ

ァインプラザ大阪）では、現在の泉

北高速鉄道「光明池駅」前とセンタ

ー間の専用送迎バスに加えて、平成

18年４月から南海高野線「中百舌鳥

駅」前から送迎バスを運行します。

　どうぞご利用ください。

▼運行区間

　南海高野線「中百舌鳥駅」前・北

出口側～ファインプラザ大阪

▼乗車時間　約30分

▼運行期間

　平成18年４月１日（土）～平成19年

３月31日（土）の毎週土曜・日曜日

※７月21日（金）～８月31日（木）の期

間は平日も運行。但し、休館日を除

く、１日４往復（予定）。

▼乗車料　無料

▼運行バスの詳細

　リフト付きマイクロバス、障害者

優先乗車（定員：座席19名＋車いす

用２名）。

▼車いすの方の予約

　乗車日２週間前からの事前予約制

▼その他

　「光明池駅」前発の送迎バスは、

１日14往復しています。（毎日）

※バスの発着時刻や停車位置、障害

者専用利用日など、詳しくはお問い

合わせください。

▼問合せ　センター管理調整班

　　　　　☎072－296－6311（代）

※申請書は役場 健康福祉課 福祉係

で配付します。

▼申込・問合せ

〒540－8570（住所記載不要）

　大阪府健康福祉部障害保健福祉室

　計画推進課社会参加支援グループ

　☎06－6941－0351（内2454・2460）

　FAX 06－6942－7215
　現在使用している市外局番の末

尾番号が取れて、市内局番の先頭

につきます。

○現在使用中の電話機、ファック

　スなどは、取り替えずにそのま

　ま使用できます。

○ただし、メモリーダイヤルなど

　に市内局番から登録されている

　相手方がある場合、登録の変更

　が必要です。

※既に市外局番が「072」となって

いる寝屋川、堺、茨木、池田など

の地域や今回変更になる八尾市等

「0729」地域との通話は、同一市

外局番となりますが、従来どおり

市外通話として、新しい市外局番

からダイヤルしてください。

▼問合せ　総務省近畿総合通信局

　情報通信部　電気通信事業課

　　　　☎06－6942－8518

　　　　FAX 06－6920－0609

現　在　0724－△△－□□□□

変更後　072－4△△－□□□□

地 域 振 興

　地球をみどりゆたかにする緑の募

金に、個人はもちろん、自治会、会

社、グループなど団体でのご協力も

お待ちしています。

▼岬町の募金箱があるところ

　地域振興課窓口

▼問合せ

　大阪みどりのトラスト協会

　　　　　　　☎06－6949－5705

【ホームページURL】 　　　　　　

　　　　　http://www.ogtrust.jp/

◆緑の募金でみどりをふや
　そう

毎土・日は障害者専用利用日！
各種スポーツ施設にて障害者専
用の時間帯を設けています！

　最近、大手金融機関などを装っ
て、「お金を貸します」といった
内容のダイレクトメールや携帯メ
ール等を送りつけて、保証金や保
険金名目でお金を騙し取る新手の
「貸します詐欺」が急増していま
す。被害にあわないよう十分ご注
意ください。

「貸します詐欺」にご注意！

『0724』
地域の市外局番
が変わります

5月
28
日（日）午前2時から
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　平成18年４月～平成19年３月まで

の国民年金保険料は、月280円引き

上げられ月額13,860円（半額保険料

は月140円引き上げ、月額6,930円）

となります。また、国民年金保険料

を前納すると保険料が割引されます。

　ぜひ、ご利用ください。

▼前納する場合の例

【１年間の保険料を前納する場合】

【６カ月間の保険料を前納する場合】

※半額免除の適用を受けている方に

ついては、別の前納方法があります。

　保険料改定のことや前納制度など、

詳しくはお問い合わせください。

▼問合せ　貝塚社会保険事務所

　　　　　　　　　　　☎31－1122

◆国民年金の保険料が改定
　されます

◆障害基礎年金と老齢厚生
　年金等の併給が可能にな
　ります

　平成18年４月から、障害を持ちな

がら働いたことが評価される仕組み

とするために、

　①障害基礎年金と老齢厚生年金

　②障害基礎年金と遺族厚生年金

のうち、①と②のいずれかの併給が

できることになります。

　これまで、障害基礎年金は、老齢

または死亡を支給事由とする厚生年

金給付との併給はできないことにな

っていましたが、平成18年４月（年

金額の改定は５月分）から65歳以上

の方については、申し出により①障

害基礎年金と老齢厚生年金、②障害

基礎年金と遺族厚生年金のいずれか

の併給が可能となります。

　なお、施行日（平成18年４月１日）

　　　　　　　　　　厚生年金
　国民年金

老齢基礎年金

障害基礎年金

遺族厚生年金

○

◎

×

老齢

×

○

×

障害

○

◎

○

遺族

前において、障害基礎年金と老齢厚

生年金もしくは遺族厚生年金の受給

権を有する方についても、申請のあ

った日の属する月の翌月から併給が

可能となります。

【併給可否の判断表】

【改正後の例】

　障害基礎年金の受給を開始した後

に、働いて厚生年金保険料を納付し

てきた方で、65歳以上の方は、今回

の改正により併給可能となったもの

を含めたうえで、どちらか一方を選

択できるようになります。

　詳しくはお問い合わせください。

▼問合せ　貝塚社会保険事務所

　　　　　　　　　　　☎31－1122

○は改正前の制度においても併給
　が可能であった組み合わせ

◎は今回の見直しによって併給が
　可能となったもの

×は併給できないもの

老齢厚生年金

老齢基礎年金
障害基礎年金

老齢厚生年金

老齢基礎年金

老齢厚生年金

障害基礎年金

前納する月 平成18年４月
前 納 額 163,370円
割 引 額 　2,950円

前納する月 平成18年４月～10月までの月
前 納 額 82,480円
割 引 額 　680円

福　　祉

　「精神通院医療」、「更生医療」、

「育成医療」の制度が一本化され、

平成18年４月から「自立支援医療」

に変わります。対象となる疾病など

は今までどおりですが、一定の所得

を超える人は、対象外になります。

原則として医療費の１割が自己負担

ですが、所得などに応じて１カ月あ

たりの上限額が設けられています。

▼問合せ

○精神通院医療・更生医療

　　健康福祉課福祉係　☎92－2700

○育成医療

　　　　泉佐野保健所　☎62－7701

◆自立支援医療について

 年　　金

◆学生納付特例制度・若年
　者納付猶予制度をご存知
　ですか？

　20歳以上の学生の方は、国民年金

に加入しなければなりませんが、国

民年金保険料の納付が困難で、本人

の所得が一定以下（注１）であるな

ら学生納付特例制度を申請すること

ができます。承認されると保険料の

納付が猶予されます。

注１）所得基準額

　118万円＋扶養親族等の数

　　×38万円＋社会保険料控除等

　また、30歳未満の学生でない方で

あって、国民年金保険料の納付が困

難で、本人及び配偶者の所得が一定

以下（注２）であれば若年者納付猶

予制度を申請することができます。

承認されると保険料の納付が猶予さ

れます。

注２）所得基準額（本人、配偶者）

（扶養親族等の数＋１）×35万円

　　　　　　　　　　　　＋22万円

　学生納付特例制度及び若年者納付

猶予制度の申請については、国民年

金担当窓口で手続きを行ってくださ

い。

▼問合せ　保険年金課　国民年金係

　　　　　　　　　　　☎92－2709

併給を含み、どちらか一方
を選択できるようになりました

→→
→→

どちらか一方を選択

（併給可能に）

◆現行制度では

◆改正後は

◆身体障害者補助犬貸与者
　の募集

　盲導犬、介助犬、または聴導犬を

貸与します。

▼募集期間　４月20日（木）必着　

▼資格要件

　審査会で選考の上、貸与者を決定

します。なお、一部実費負担があり

ますので、ご了承ください。
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◆地域就労支援相談

◆職業相談

９時～午後５時、文化センターで。

　生活上のさまざまな困難を抱えた

人に助言、支援を行います。問合せ

は、文化センター（☎92－0304）ま

で。

　月～金曜日（祝日は除く）の午前

９時～午後５時、地域就労支援セン

ター（文化センター内）で。

　障害者、母子家庭の母親、中高年

齢者、若年者等の就労困難な方を対

象に、就労の支援をします。問合せ

は、地域就労支援センター（☎92－

0341）まで。

　成長過程にある未成年者の飲酒

は、身体的、精神的に大きなリス

クがあるだけでなく、社会的な影

響も大きいため、法律により禁止

されています。家庭や地域社会に

おいて飲酒をさせないよう注意し

ましょう。

　　　　　　　　　泉佐野税務署

　月、火、木、金曜日（祝日は除く）

の午前９時～午後５時、文化センタ

ーで。電話連絡の上、ご来館くださ

い。問合せは、文化センター（☎92

－0304）まで。

◆口座振替のおすすめ

　あなたの預貯金口座から、町府民

税（普通徴収分）、固定資産税及び

軽自動車税を自動的に、お納めいた

だく制度です。この制度をご利用さ

れますと、うっかり納付を忘れたり

することがなく、また、納期ごとに

町役場や銀行などへ出向いて納税す

る手間がはぶけて便利です。

※申し込み手続きは簡単です。預貯

金されている金融機関又は郵便局へ

通帳用の印鑑を持って、お申し込み

ください。

　口座振替申し込み用紙は町内金融

　本町の固定資産税の納税者を対象

に、所在する土地又は家屋の価格等

が記載された縦覧帳簿の縦覧を行い

ます。なお、縦覧には納税通知書ま

たは運転免許証等本人を証明するも

のが必要です。また、代理人の縦覧

については、納税者の委任状が必要

です。

▼縦覧期間・時間

　４月３日（月）～５月31日（水）

　午前９時～午後５時30分

　　　　　（土・日・祝日を除く）

▼縦覧場所・問合せ　　

　税務課固定資産税係　☎92－2757

 ▼振替納税の準備はお済みですか

【振替納付日】

　○申告所得税は４月20日（木）

　○個人事業者の消費税及び

　　　地方消費税は４月27日（木）

※預金不足等で振替できなかった場

　合には、本来の税額に加えて、延

　滞税を納めなければならない場合

　がありますのでご注意ください。

▼問合せ

　泉佐野税務署　☎62－3471

◆税務署からのお知らせ

▼受 験 資 格　① 昭和54年４月２日～昭和60年４月１日生まれの方

　　　　　　　② 昭和60年４月２日以降生まれの方で、次に掲げるもの

　　　　　　　　イ．大学を卒業した方及び平成19年３月までに大学を卒業

　　　　　　　　　　する見込みの方

　　　　　　　　ロ．人事院がイに掲げる方と同等の資格があると認める方

▼申 込 期 間　４月３日（月）～14日（金）（14日までの通信日付印有効）

▼申込書請求先　人事院 近畿事務局、大阪国税局 人事第二課、

　　　　　　　泉佐野税務署 総務課

▼申込書提出先　大阪国税局 人事第二課試験係.（近畿地域以外での受験を希

　　　　　　　望される場合は、受験申込書を参照してください。）

▼試　験　日　○第１次試験　６月11日（日）

　　　　　　　○第２次試験　７月24日（月）～27日（木）の指定する日

▼合格発表日　第１次試験７月４日（火）、最終合格者８月29日（火）

▼採用予定数　約950名（全国）

▼問　合　せ　○大阪国税局　人事第二課試験係　☎06－6941－5331

　　　　　　　○泉佐野税務署　総務課　☎62－3471

　　　　　　　○大阪国税局ホームページ　http://www.osaka.nta.go.jp

平成18年度 国税専門官 採用試験募集要項◆固定資産税の縦覧制度に
　ついて

　固定資産評価額について不服があ

る場合、納税者は固定資産評価審査

委員会に文書で審査の申出をするこ

とができます。審査委員会は、申出

人（納税者）と課税者（町）双方か

らの文書での主張を吟味し、必要に

応じて現場調査等を行い、申出に対

する審査・決定を行います。

▼申出期間

　４月３日から納税通知の交付を受

　けた日後60日まで

▼問合せ

　税務課　収納係　☎92－2765

◆固定資産評価審査委員会
　への審査申し出について

機関、郵便局、役場の窓口に備えて

います。

▼問合せ

　税務課　収納係　☎92－2765

4月は未成年者飲酒防止強調月間

～国税庁・大阪国税局では税務職員（国税専門官）を募集しています～
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人 の 動 き
平成18年3月1日現在

世帯数

人　口
男
女

　７， ６８ ９　（＋ ２）

　１９，１０３人（－１６）

　１０，０４４人（－１２）
　９，０５９人（－ ４）　

INFORMATION

お知らせお知らせ

　４月12日（水）、26日（水）、午

後２時～５時、役場相談室で。定員

６名。予約受付は、秘書政策室　情

報政策係　☎92－2773まで。

　４月25日（火）午前10時～正午、

役場相談室で。問合せは、秘書政策

室　情報政策係　☎92－2773まで。

■行政相談委員　齋藤瑠美

　　　　　淡輪886－1　☎94－3539

　４月10日（月）午前10時～午後３

時、役場相談室で。問合せは、保険

年金課　国民年金係　☎92－2709ま

で。

　４月21日（金）午後１時30分～３

時、役場相談室で。大阪府身体障害

者相談員、大阪府知的障害者相談員、

大阪府精神障害者相談員および町職

員が相談に応じます。予約受付は、　

健康福祉課　福祉係　☎92－2700ま

で。

☎94－0789まで。

　電話、面接、訪問による相談を随

時、受け付けています。

■岬町地域包括支援センター

　年末年始・土日祝日を除く午前９

時～午後５時30分（役場　健康福祉

課　高齢福祉係内）☎92－2716

■在宅介護支援センター淡輪園

　年中無休・24時間体制。問合せは、

　月～金曜日（祝日は除く）の午前

９時～午後５時30分、学校教育課　

（役場１階）で。経済的な理由など

により就学が困難な人を対象に、各

種奨学金制度に関する情報提供や進

路選択にあたっての適切な助言を行

います。問合せは、学校教育課　☎

92－2719まで。

　４月７日（金）、21日（金）、午

後１時30分～３時。問合せは、指導

室　☎92－2719まで。

　４月14日（金）午後１時～４時、

役場相談室で。消費生活専門相談員

が相談に応じます。予約受付は、地

域振興課　産業観光係　☎92－2749

まで。

　人権侵害を受けた人・受ける恐れ

のある人を対象に、迅速かつ適切な

人権保護・救済を受けられるように、

適切な助言・情報提供を行います。

■役場相談室

　４月４日（火）、18日（火）、午

後１時30分～３時。問合せは、人権

推進課　☎92－2773まで。

■岬町人権多奈川地域協議会

　月・火・木曜日（祝日は除く）の

午前９時～午後５時。問合せは、岬

町人権多奈川地域協議会（文化セン

ター内☎92－3270）まで。

■岬町人権淡輪地域協議会

　水・金曜日（祝日は除く）の午前

９時～午後５時。問合せは、岬町人

権淡輪地域協議会（☎94－1508）ま

で。

　本町では、各種相談業務を実施し

ています。ひとりで悩まずにお気軽

にご相談ください。予約制の相談は

早めのご予約をお願いします。

　月～金曜日（祝日は除く）の午前

◆総合生活相談

◆法律相談

◆行政相談

◆年金相談

◆障害者相談

◆介護相談

◆進路選択支援相談

◆教育相談

◆消費者相談

◆人権相談

相　　談

役場へのお電話は各係の

直通番号へお願いします

役場本庁

淡輪 公民館

ふれあい

センター

センター

保健

救急車 消防車

ダイヤルイン

94-0300

95-0003

92-2424
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編集/発行　岬町役場　秘書政策室（〒599－0392　大阪府泉南郡岬町深日2000－1　☎0724－92－2773）

この紙は再生紙を

利用しています。

※広報岬だよりは、毎月8200部を作成し、１部あたりの単価は約16.8円です。（うち町負担は11.1円で、5.7円を広告収入で賄っています）

◆4月11日（火）～16日（日）まで

　「焼きそば」通常420円を350円にて提供します。

レストラン ちのみ とくとく情報レストラン ちのみ とくとく情報

◆5月5日（祝）「子どもの日」プレゼント！
○内容　中学生以下プール無料開放！（小学3年生以
　　　　下は保護者の付き添いが必要・有料）

プール＆ゆう湯うプール＆ゆう湯うプール＆ゆう湯うプール＆ゆう湯う からのお知らせ

◆4月26日（水）「ふろの日」ゆう湯う無料開放！　
○対象　岬町住民で65歳以上の方及び障害者の方！

◆4月29日（祝）「みどりの日」プレゼント！　
○内容　プール利用者全員半額！

　平成18年４月１日より指定管理者として（株）関

西アクアティックが健康ふれあいセンターの管理運

営を行うことになりました。

　利用者の方にご満足いただける質の高い最適なサ

ービスを提供できるよう全力を尽くしますので、何

卒宜しくご協力をお願い申し上げます。

　　　　　　　　　　　（株）関西アクアティック

日 月 火 水 木 金 土

1

2

9

3 4 5 7 8

10 11 12 13

6

14 15

17 18 19 20 21

29

22

25 26 27 28

16

2423

30

４ 

カレンダー

＝
休
館
日

ピアッツァ５

 月

館内総点検のため5月6日（土）～8日（月）まで
休館します。

5月臨時休館日のお知らせ5月臨時休館日のお知らせ

常 設教室のご案内！！

◆陶芸教室《10日間コース》

○開催日　5月13日～7月15日　毎週土曜日

　　　　　10：00～12：00

○受講料　10500円（粘土・釉薬・素焼き・本焼を含む）

○定　員　15名　　○講　師　澤本　重信

－申込受付は4月8日（土）～23日（日）午後5時まで－

　　　　対象は町内在住・在勤の方に限ります！

基礎Ⅰ（基礎的な技法の習得をされる方）

基礎Ⅱ（基礎Ⅰを修了し、引き続き受講を希望される方）

◆陶芸教室《体験3日間コース》

○開催日　5月13日、20日、27日　毎週土曜日

　　　　　10：00～12：00

○受講料　2800円　　○定　員　15名

○講　師　澤本　重信

初めて土に触られる方

◆陶芸教室《フリースタイル 月4回・3か月コース》

○開催日　5月14日～毎週日曜日　13：30～15：30

○受講料　2800円／月（材料費別）

○定　員　15名　　○講　師　神藤　雄次

基礎Ⅱ修了orすでにフリーの方！

※お電話での申し込みはできませんので、必ず総合管理

　事務所までお越しください。なお、募集終了後の、申

　し込み受付は致しませんので、ご了承ください。

　5月16日（火）～7月11日（火）までの毎週火曜日か

ら金曜日は小学校の水泳授業を実施します。実施時間は

午前10時から2時間程度を予定しています。

※当センターをご利用のみなさまには、大変ご迷惑をお

かけしますが、ご理解とご協力を賜りますよう、よろし

くお願いします。なお、プール授業実施期間中、フリー

レッスンおよび親子クラスの時間を変更させていただき

ますので、ご了承ください。

★ pool in piazza5からのお知らせ ★

小学校プール授業の実施について小学校プール授業の実施について
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